「私と　子育て」　

そして「保育」という仕事
1．プロローグ
　私の子育ては、「私と子育て」であり、「私の子育て」ではないのです。何故なら、後者は常に子育ての中心は自分であるという確信に満ちているように私には感じられるからです。一番手間隙かかる子育て時期の大半を母の世話になっていた私は、当然前者なのです。
　今、こんな振り返りの機会に巡り合い、改めてその意を強くしました。と、同時に何と多くの人々に支えられてきたことかと、感謝の気持ちで一杯になっています。そして、その第一人者は何と言っても「母」その人です。長男の誕生と同時に、我が家に問題が起こりました。「これから、誰が看ていくの？」　　　　と。

当時、小学校に勤めていた母は、産後休暇中の私に度々相談を持ち掛けてきました。何度も話し合いの末、定年まで１０年あった母ですが「やっぱり、先の長いあんたは辞めたらあかんよ。私が面倒みたげるでね」と、決心して言ってくれました。　　　　こうして、昼間は母が、夜はアパートで私達夫婦がという協同の子育てが始まりました。
　

２．長男０歳～３歳のころの子育てと我が仕事
　２，４９５ｇ（妊娠７ヶ月～９ヶ月まで逆子、臨月になり正常置に戻るが、出産時へその緒を首に巻いていたため、胎内で十分に栄養が行き届かなかったようで小さな子でした。）で誕生したためか、どうも体が弱く、２歳になるまでは毎月２～３回は熱を出し、その度に朝早く出勤前に父が小児科へ番を取りに行ってくれ、母が長男を診せに行ってくれました。そのころは、よほどでない限り、「遅刻」「早退」ましてや「年休」を取るなどと言うことは、職場では滅多にない状況でした。主人も早朝から夜遅くまでの勤務で、協力の気持ちはあっても、実際は両親に頼らざるを得ない現状でした。給食時間になると我に返り、子どもの様態を気にする私でしたが、今のように携帯電話などないため、勤務終了時まで気を揉む日々でした。それでも、同じような子どもを持つ同僚の支えがあり、日中の保育には精一杯取り組むことができました。
　さて、この頃、職場では「早く一級免を取らなければ！」と、大先輩の先生から叱咤激励され、ついに通信教育を受けることになりました。勤めて５～６年目のことです。毎晩、提出用のレポートを書き、試験も受け、同時に夏期休業中には岐大へ認定講習に通い、晴れて一級免許を取得しました。しかしながら、無理がたたったのでしょう、ある晩、鼻血が止まらなくなり、心臓の動機も激しくなり、息苦しさに見舞われた私はとうとう救急車のお世話に初めてなってしまいました。主人に付き添われ、市民病院へ。あちこち検査したものの、あえて悪いところはなく、でも、「心臓神経症」と名前をもらい、点滴を受けて帰宅しました。きっと、疲れが一度にやって来たのでしょう。アパートに戻ると夜中にも関わらず、いつの間にか母が来てくれていて、長男を寝かせていました。ふらふらながら私は、何と有難い事かと涙が止まりませんでした。
３．長男４歳、二男誕生の頃の子育てと我が仕事
　長男いよいよ保育園デビュー。初めての集団生活が開始。持ち物一つ一つを揃えることに何と気を使ったことでしょう。日頃見慣れている通園カバンも、我が子が使うとなれば念の入れ方が違います。また、何よりも同じ職種でありながら、その頃はまだまだ保育園は未知の世界であり、園の先生方はほとんど知らない方ばかりでした。ひ弱な我が子がお世話になる先生はどんな方かしら？子どもは毎日元気に通えるかなあ？給食はどれ位食べられるのかしら？・・・心配が山積みでした。しかし、何とか喜んで通
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う子どもの様子を見て、有難く思う日々でした。
ところが、入園して３ヵ月経った頃でした。百日咳に罹り、本当に百日ほど通園できなくなりました。咳が出だすと背中を丸め、苦しそうに咳き込む我が子。４ヶ月の二男にうつっては大変と、母が長男を実家で預かってくれることになりました。寝込んだところで咳き込むので、夜は熟睡ができなかった母でしたが、愚痴一つ言うことなく、ただひたすら看病してくれました。二男は、昼間はおばの家や主人の実家で助けてもらいました。朝預けに行って、また夕方迎えに行ってと、思い起こせば本当にみんなの献身的な気持ちが一つになり、私たち親子を支えてくれました。こんな訳で、我が子たちが気になりつつも、昼間は安心して目の前の多くの可愛い子達と充実して過ごすことができました。この頃から、どのような家庭の子であれ、みんなその家庭にとっては大切な子、尊い子なのだと思えるようになり、ただ子どもは可愛いから、また、自分は絵を描いたり折り紙を折ったりすることが好きだからという理由で選んだこの保育という仕事の中に、もう少し深みのあるものを感じ始めた私です。そして、何よりも私と長男の保育園生活を支えてくれたもの、それは園の先生方の温かい笑顔・分け隔てされないいたわりの言葉がけでした。また、担任の先生がわざわざアパートまで様態を伺いに来てくださったことも、私の子育てを支えていました。
4. 長男５歳、いよいよ幼稚園そして小学校への頃の子育てと我が仕事
　主人が情報を得てきたスイミング短期教室へも入り、長男は少しずつ小児科でお世話になることも少なくなってきました。おばあちゃん子で、体は小さくても友達と一緒によく遊び、喜んで通園する我が子。保育園の百日咳が嘘のようです。

　 さてさて、初めての個人懇談会。担任の先生が気を利かせてくださったのでしょう、遅くからの懇談でしたが、丁寧に園生活の様子を聞かせてくださいました。その終わりの方で「あのね、○○ちゃんはね、机の下に、ですね、お肉の脂身をポイポイと。それからぜんざいは殆ど食べられませんよ・・・」と、教えてくださいました。予想した通りでした。帰って母に話すと、「私がお肉よりも魚を中心に食べさせて来たからかしらねえ。それにしても、ぜんざいはいつも家でよくするのに・・・」と、我が孫育てを反省する母でした。
（今では、お肉は何処でもＯＫ。ぜんざいも、出されれば完食。心
配したことはないものだと教えられていますが。）
この頃、私は東京で開催された「田研セミナー研究」で、「子ど も主体の保育」を提唱された平井信義先生の講義を受け、これまでの保育に対し、目から鱗でした。先生の本を早速、会場で求め、帰りの電車の中で我を忘れて読みました。タイミングよく、その年の教育課程研究集会でも、子どもの生活を大切にしたテーマがあり、いつもの七夕まつりをその年は、クラスの子どもたちと計画をたて、一緒に竹やぶを探し、のこぎりを持って笹にする竹を切りに行き、みんなで担いで園に持って帰り、竹の臭いを嗅いだり、手が切れそうな葉にそおっと触ったりしながら、笹飾りを付け、みんなで紹介し合い、終わった後は願いが叶うよう近くの神社へもって行き、燃やしていただくと言う、例年とは違った子どもの興味・関心を大切にした七夕祭りを体験し合うことができました。今も、思い出としてその時の一人一人の生き生きとした顔、竹やぶで蚊に刺されて痒そうな子どもたちの足が思い出されます。このような「子どもが主体」になる保育は、当然、我が子を育てるときにも子育ての手掛りとなりました。
当時、家庭で行う「学習プリント」が流行し、学校の勉強以外にそれを採って、子どもに学力をつけようとする家庭が増えていました。母と主人は、その情報を得ると真っ先に我が子に導入し、とても満足気でした。従順だった長男は、いやとも言わず学校から帰ると母が用意する机に向かい、けな気にも一生懸命ノルマを達成していました。家の外では、近所の子達が公園で楽しそうに遊んでいたでしょうに。
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しかし、ある時、私が帰宅すると、長男が泣きながらプリントをやっていました。「今日はもうそこまでにした
ら。一緒にアパートへ帰ろ」二男を背中におび、
夕食の用意に心落ち着かない私は、思わずそう
声を掛けました。待っていましたとばかりに喜
んで、ランドセルをしょい、帰ろうとする長男
に母は、「もう少しやでやってしまい。明日プ
リント学習の人が取りにみえるで」と。「取りにみえてもいいやない。できたところまでもって行ってもらえば！さあ、帰ろ！」しかし、従順な長男は、そうは言われても大好きな祖母に背くことはできないらしく、しくしく泣きながらも、またランドセルを下ろし、続きをやり始めるのでした。私は心が張り裂けそうになりながらも、二男をおぶって夕食の支度にと、その場から半ば逃げ出すようにしてアパートへと帰りました。「どうしてあんな物、無理にやらないかんの！」「どうして！どうして！」・・涙が止まらず、ドアのところでしばらく泣いていました。それから、３０分ほど経ったでしょうか、祖母に送られ機嫌よく帰ってきた長男。先程の彼は何処へ・・・。こんなことがその後も度々ありました。でも、（子ども主体）を心に焼き付けていた私は、母や主人が賛同しているプリント学習のやり方にどうしても反抗したくなり、長男を庇う気持ちからも、「子どもが嫌がっているやない！友達が楽しそうに遊んでいるのに、その声を聞きながらプリントをやっている辛さ、分からんの！もう、あんな物止めようよ」と、怒鳴って言いました。すると主人は「確かにそうかも知れんなあ。でも、頑張って、あいつやっとるぞ。やっただけのことは（成果は）きっとあるんや。大丈夫や。お前のように、いいわいいわ言っとったら何にもできてかへんぞ。厳しくすることも大事なんや」と。「・・・厳しく？？？・・・」私は唖然として主人を見つめていました。
この頃から、私たち夫婦の間には、子どもの成長と共にこんな理想と（？）現実が付きまとい、その都度、目の前の我が子を路頭に迷わせていたように感じます。幼稚園では、子どもたちのその時々の気持ちを大切にした保育に心がけていても、帰宅すれば時間に追われ、夫婦間の気持ちも調整しつつ、やっぱり現実を受け止めながらの子育てになってしまい、私の理想とする「子ども主体」の子育ては何処へやら・・・。
でも、こんな試行錯誤の子育ての最中も、二男は飄々と我が人生を歩んでいました。帰宅した私が、母から聞く言葉はいつも「今日はねえ、隣の△△ちゃんと二人でご近所の牛乳箱の牛乳を飲み歩いていたの。恥ずかしくて、また謝りに行ってきたのよ」「今日は冷や汗が出たわ！探せど探せど△△ちゃんと家の◎◎がいなくなり、今にも警察に届けようと思ったの。そしたら、室町の方から信号渡って鼻歌歌って、おばあちゃーんって手を振って帰ってきたんだよ。もうこの子には飽きれて飽きれてついて行けんわ～。上の○○はよう言う事聞くで安心しとったけど」と。二人ミックスしてあげたいなあといつも思っていたあの頃です。
まだまだ、思い出は尽きませんが、こんな楽しいこともありました。「クリスマス」は、私と母の腕のみせ所。子どもたちに見破られまいと、主人や父が買ってくるケーキの包装紙を取り替えたり、役割を交代して鈴を鳴らしたり、とぼけてサンタの声を出したり・・・と。クライマックスはサンタからの手紙。だんだん字が読めるように子どもたちが成長してくると、平仮名からローマ字に。そして訳の分からないサンタ文字に。内容は家族一人一人の日頃の労をねぎらってのプレゼントの紹介。食事の世話をしてくれるおばあちゃんには「サンタ村特注醤油一本」、あちこちおつかいをしてくれるお爺ちゃんには「手袋と特注マスク」、お父さんには「トナカイが飲んでいるビール」を。そして子どもたちには、私が幼稚園で教えた物と同じ「お菓子入り長靴とラブレター」などなど。ムード作り、演出など本当に気を入れてやったものです。こんな季節ごとの行事のヒントは、日頃の幼稚園での保育の経験からの頂き物が大変役立っていたものです。
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　そうそう、こんなこともありました。明日の日曜日は我が子といっぱい遊ぼう。だから今夜のうちに週案を仕上げてしまおうと、深夜まで頑張っていると、おしっこに起きた二男が「お母さん、何でこんな夜中まで週案書かなあかんの？また（体）えらくなるよ。ぼくが◇◇先生に書かんでもいいように言ったろか」と、私を気遣ってくれた二男の優しさが思い出されました。飄々と生活しているように見える中にも、母親の仕事を理解し、体を気遣う思いやりが芽生えていたようです。
　また、長男に関してはこんなことがありました。
異動が決まり、それまで長男の通う小学校の幼稚園
に勤めていた私は、離任式でお世話になった小学校
の子等と先生方にと思い、御礼に当日講堂の壇上で
そこの校歌をスペリオパイプ（リコーダー）で吹きました。ところが、帰宅した私に長男から思いもかけない言葉が・・・「何であんなことするの。普通のお母さんでいて！ぼく、恥ずかしかった」と。一緒の学校に居て何かと話題になることも多く、長男なりに何か感じて過ごして来たのかも知れない。なのに、最後に誰もやらなかったお別れの仕方。きっと、その直後も周りの友達からひょっとしたら冷やかされたのかも知れない。彼の言葉はいろいろな意味で私に大きくのしかかりました。そして、この言葉から私は、もしかしたら今まで自分では良かれと思ってやってきたことも、我が子はもちろん、家族にとってはどうであっただろうか。理想を追い求める教育界の中にどっぷりと浸り、さも私は正しいと言わんばかりの言動はなかっただろうか。プリント学習のときも、「自主性」と言う余計な知識を仕入れたため母や主人と意見が対立し、目の前の大切な我が子を路頭に迷わせてしまったのではないだろうか。「普通のお母さん」であれば、素直に長男を母や主人と共に励まし、葛藤するプリント学習ももう少しスムーズに済んでいったかも知れない。でも、二男を見れば今まで通りの私でもいいようにも思われる。一体何を基準に子育てをするといいのだろう　　　　。この悩みは何かにつけ、ついて回りました。
　しかし、幸い切り替えの早い私は(自称)、園に来てのびのびと遊ぶ子どもたちの姿に接し、あの子達もいろいろな家庭環境の中で日々暮らしているに違いない。良いも悪いも背負いながら。でも、あんなに楽しそう。だから彼らの今日を大切にしてあげたいものだ。そうすることが私の仕事。「みんな違ってみんないい」この言葉に励まされ今日まで歩んで来られた気がしています。

5.エピローグ

　すったもんだしつつ成長した長男、いや、周りが初めての育児で不安と期待感が入り混じり、そのようにしてきてしまったのかも知れませんが。でも、今は二児の父親。結構細やかな愛情を注いで、積極的に子どもたちの育児に関わっています。頼もしくなったものです。飄々と生きてきたような二男。意外と思慮深くなり、終末医療に関わらせてもらっています。そして、献身的に子育てを支えてくれた母、意識が朦朧としていても、長男が見舞うと「この子可愛いでしょ。私が育てたんやよ。本当に可愛い子やったよ・・・」と、

同じ病室の人達にか細い声で、長男に手を握られ、嬉しそうに自慢したものでした。あれから１０年の歳月が流れました。ありがとうお母さん。忘れていけない主人。我が子には無理難題押し付けても、孫には「好きなことやれ、好きなことやれ」と自主性を今から助長しています。もう少し早く気付いて欲しかったなあ。
　話しを戻して「私と子育て」。保育と言う仕事に就いたから、いえ、保育と言う凄い仕事に出会わせてもらえたからこそ、浅かった私の心がそれなりに深くなり、小さかった愛がそれなりに大きくなり、知っている顔がいっぱい増えて、しあわせいっぱいの今の私です。　　　　でも、最近、退職年金情報が届きました。誰のこと？いつのこと？ではなく、確実にその日は迫っています。今度生まれてきても、やっぱり私はこの仕事を選びたいと思っています。そして、できることなら体力の続く限り最後の最後まで担任であれたらと願います。それほどまでに、子どもとの日々は素晴らしいものです。こう想えるのも家族はじめ、たくさんの方々が私を陰になり日向になり支え、時に厳しく諭してくださったお陰です。そして、何よりも我が子が成長の過程で私に沢山の問題を与えてくれ、その都度、試行錯誤しつつも答えを見つけようと努力させてくれたお陰だと思っています。子育ては大変だけどかけがえのない務めです。自分を信じて！がんばって。
　これから保育士になる人へ、今真っ只中を歩んでいる人へ。いいなあ。まだまだ保育の道が歩めて・・・。
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